
















Time Line  80 年の流れ①
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1945年（昭和20年）
終戦後、松本市の文化人、渡辺幾太郎、藤本徳次、能勢豊、神田平四郎、中
部日本新聞の鍛冶倉邦二らが、帝国高等音楽学院時代の鈴木鎮一（以下、鎮
一と表記）の同僚、森民樹（声楽家）を中心に音楽学校の開設を計画。鍛冶
倉が鎮一のいる木曽福島を訪れる。鎮一は両親を失った豊田耕兒を NHK ラ
ジオの『尋ね人の時間』で探し当て、木曽福島に引き取っていた。

1946年（昭和21年）
9 月、子どもに教えたいとする鎮一の要望が通り、松本市下横田に松本音楽
院開設。松本へ移る。ヴァイオリンが鎮一、奥村偵三郎、松井宏中、前田忠行、
ピアノが鈴木静子、青木章子、声楽は森民樹、館石唯雄ら。12 月、才能教
育研究会の前身「全国幼児教育同志会」結成。『幼児の才能教育と其の方法』
を同会より出版。本格的に才能教育運動を開始。初めての支部となる教室を
加藤潔が東京で開く。

1947年（昭和22年）
胃アトニーで危篤状態に陥ったが漢方療法で回復。再び活動を開始。

1948年（昭和23年）
4 月、「全国幼児教育同志会」を「才能教育研究会」と改称。松本に本部事務局、
東京に東京事務所を開設。松本市本郷小学校で《落伍者をつくらない》実験
教室を上條茂校長、田中茂樹教諭らの尽力で開始。上條校長が病に倒れるま
で 3 年間続く。11 月、東京事務所より機関紙『才能教育』（タブロイド判）創刊。

『才能教育』を才能教育研究会より出版。

1949年（昭和24年）
4 月、松本音楽院に、「記憶力養成実験教室」を開く。後に「幼児学園」と呼称。
ラジオの他、街頭演奏や講演を各地で行ない、賛同者を飛躍的に増やした。
12 月、『才能教育』を『タレント』（A5 判、月刊）と改称。

1950年（昭和25年）
8 月、松本音楽院の生徒たちと松本市の少年刑務所を慰問。10 月 25 日、文
部省より「社団法人才能教育研究会」の設立認可がおりた。『ヴァイオリン
奏法と実習』を音楽之友社より出版。

1951年（昭和26年）
月、『才能は生れつきではない』を葦会より出版。8 月、霧ヵ峰高原で第 1
回夏期学校開催。全国 25 支部から 109 名の子どもたちと 11 名の指導者が
集う。12 月、『私の奏法』を全音楽譜出版社より刊行。

1952年（昭和27年）
1 月、『タレント』を終刊し（通巻 22 号）、才能教育研究会本部より『才能
教育会報』（A4 判、月 2 回刊） を発刊。10 月、共立講堂でヴァイオリン科第
1 回卒業式挙行。当日の取材は 16 社を数え、翌日の朝刊で大きく取り扱わ
れた。卒業制度は子どもたちの意欲作りとして現在も続く。この年、19 歳
の豊田耕兒、パリ音楽院へ入学し、エネスコにも師事。

1953年（昭和28年）
1 月、本部より『才能』（A5 判、年刊）を刊行したが１号で終刊、『才能教育会報』
を通巻 35 号から『才能教育』と改題、旬刊とする。8 月、第 3 回夏期学校開催。
会場を霧ヵ峰高原から松本市内へ移す。10 月、第 2 回卒業式挙行。卒業生は、
この年から採用の段階制に。

1954年（昭和29年）
1 月、『子供の運命』を出版。9 月、『才能教育』を A5 判、月刊に。パブロ・
カザルスのいる南仏プラードで 1951 年秋から 2 年半、研鑽を積んだ佐藤良
雄とチェロ科をスタートさせた。

1955年（昭和30年）
3 月、東京体育館で第 3 回卒業式挙行後、第 1 回全国大会（現在のグランド
コンサート）を開催。皇族方と多数の各国外交団列席の中、800 名によるバッ
ハのドッペルなど、ヴァイオリンの大合奏が大きな反響。10 分間の記録映
画を収録。

1956年（昭和31年）
3 月 30 日、第 4 回卒業式および第 2 回全国大会を名古尾市金山体育館で開く。
7 月、『育児のセンス』を理想社より出版。10 月、第 1 回才能教育指導者研
究大会を浅間温泉で開催、参加者 43 名。

1957年（昭和32年）
7 月、松商学園講堂で才能教育幼年期教育セミナー開催。

1958年（昭和33年）
3 月、『人間と才能』を大東京社より出版。東京体育館で第 4 回全国大会、

松本で産声をあげた才能教育
　1946 年に才能教育研究会の前
身となる「全国幼児教育同志会」
を結成した鈴木鎮一先生にとっ
て、幼児教育こそが戦後の平和
な日本を作る礎になるという信
念がありました。それが多くの
賛同者を得て、才能教育運動と
して全国に広がっていきます。
　現在の松本市大手の「華のう
ら町夢屋台はしご横丁」に「ス

ズキ・メソード発祥の地」として記念銘板が 2023 年に設置
されました。当時の花街の芸者たちの検番だった場所から、
世界のスズキ・メソードへと発展していったのです。

木造２階建てだった松本音楽院

タブロイド版機関紙を発行
　才能教育運動の理念や活動を
世の中に知らせる機関紙を 1948
年に創刊。編集長は鈴木先生の
片腕として活躍された青木謙幸
さん。指折りのレコード蒐集家
で、昭和 4 年にレコード雑誌

「グラモヒル（のちのディスク）」
を創刊するほどの音楽通でし
た。創刊号から「才能教育五訓」
も掲示され、新しい運動の考え
方をしっかり展開しています。

霧ケ峰高原で第 1 回夏期学校

初めての夏期学校は、雄大な霧ヶ峰高原で開催されました。参加者は 109
名。皆、夜行列車、汽車、バスを乗り継いで全国から集まってきました

第 1 回全国大会をフィルムに記録
　1955 年の第 1 回全国大会
は、地面が土の東京体育館
での開催でした。この時に
新理研映画社が撮影した 800
人のバッハのドッペルの大
合奏が、3 年後太平洋を渡り、
オハイオ弦楽器指導者協会
で上映。それで、「島国ニッ
ポ ン で 何 が 起 き て い る ん
だ！」と大変な話題になり、
相次いで弦楽器教育の実力
者たちが鈴木先生を訪ねに、
松本にやってきたのです。

当日の撮影風景です。まさかこの
フィルムが全世界を席巻するとは！
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1946年、焼け跡の残る日本で、小さな松本
の音楽院から始まったスズキ・メソード。
「どの子も育つ　育て方ひとつ」という言葉
は、時代を越えて、世界中の子どもたちと、
その家族に受け継がれてきました。

あれから80年。
スズキ・メソードは、単なる音楽教育の方法
を超え、人を育てる教育として広がり続けて
います。楽器を手にした子どもたちが奏でる
音は、世代と国境を越えて、人と人をつなぎ、
新しい文化を育んできました。

80年の歩みを紐解いてみましょう。
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の人々の心に大きな衝
撃を与えました。これ
をきっかけにスズキの
子どもたちは、30 年間、
世界 20 ヵ国 384 都市を
訪問し、延べ 483 回の
ステージを立派にこな
してきました。世界に
スズキを PR するアンバ
サダーでもありました

Time Line  80 年の流れ②　　

パブロ・カザルスの来日。あの有名な言葉は、この時のもの
　初期を象徴する最大の出来事は、何よりも 1961
年のチェロの巨匠、パブロ・カザルスの来日でした。
４月 16 日、文京公会堂にマルタ夫人と姿を見せた
カザルスは、400 名の生徒の輪の中に入り、目に涙
を浮かべ、胸の震える声で、深い感動のメッセージ
を語りました。

「音楽は、いつの日か世界を救うであろう」
　その日の情景を、鈴木先生は「30 年にわたり、そ
の音楽と奏法、そして偉大な人間精神を追い求めて
きた私にとって、これ以上ない大きな歓びであった」

と『才能教育通
信』に綴ってい
ます。また通訳
を 務 め た 理 事
の本多正明先生も、カザルスの一挙一動を丁寧に見
つめ、余すところなく伝えました。スズキ・メソー
ドで学ぶ子どもたちの存在を通して、真の芸術家と
魂が響き合う瞬間がここに確かにありました。世界
のあちこちで戦争が起きている現代、もう一度問い
直したいテーマです。

世界的な演奏家たちとの相次ぐ
　1971 年 10 月 30 日、
長野市で世界の巨匠、
ロストロポーヴィチと
豆チェリストたちの感
動的な交流がありまし
た。「この写真は、大変
懐かしいですね。あの
時は、母を亡くした直
後で、しかも作家のソ
ルジェニツィンをかくまったことでソ連当局から国外での演
奏禁止を言われていた頃でした。やっとの思いで妻のヴィシ
ネフスカヤと来日して、演奏会を開いたのです。その本番直
後に子どもたちが弾くバッハの『メヌエット』や『キラキラ
星変奏曲』『ちょうちょう』が大変素晴らしくて、私もチェ
ロを出してきて一緒に『メヌエット』を弾きました。スズキ・

メソードのように段階的に教えていくのは非常にいいし、
重要なことです。５歳、６歳で音楽をするといっても、そ
の頃から難しい曲をやらせますと、精神的な面、知的な面
での発育が逆に遅れることがあります。やさしい曲からス
テップアップしていくスズキは、だからとてもいいと思い
ます」（2005 年、機関誌のインタビューより）
　このほかにも、ピアニストのアルフレッド・コルトー（1952
年）、ワルター・ギーゼキング（1953 年）、ヴァイオリニス
トのダヴィッド・オイストラフ（1955 年、1967 年）、レオニー
ド・コーガン（1958 年）、アルトュール・グリュミオー（1961
年）、ユーディ・メニューヒン（1971 年）、ヴィオリストのウィ
リアム・プリムローズ（1972 年）、ヴァイオリニストのア
イザック・スターンなど枚挙にいとまがないほど。綺羅星
の如き世界的な奏者がスズキに強い関心を抱いて、来日の
たびに交流を重ねたのです。

子どもたちに囲まれたカザルス（1961 年 4 月
16 日、文京公会堂）。左端で鈴木鎮一先生が
見守ります

ロストロポーヴィチと豆チェリスト
たちの感動的な交流

全国大会にも参加したオイストラフ

フィラデルフィアの全米音楽指導者会議での演奏。アメリカの
弦楽器指導者たちに革命的な「スズキ・インパクト」を与えま
した。エックレスのソナタの冒頭では多くの涙を誘いました

19651965

第 6 回卒業式挙行。チェロ科で初の卒業生。9 月、『才能教育通信』（タブロ
イド判、旬刊）を創刊。オベリン大学で行なわれたオハイオ州弦楽指導者会
議で第 1 回全国大会の記録映画が、クリフォード・クック教授により紹介さ
れ、800 名によるバッハのドッペルに驚嘆の声。海外発展のさきがけとなる。

1959年（昭和34年）
2 月、『才能教育』を通巻 115 号から『才能と教育』（A5 判、月刊）と改題。5 月、
終刊。6 月、第 1 回全国大会の記録映画を見たマスキンガム大学音楽部のジョ
ン・ケンドール教授が外国人として初めて来日。『ヴァイオリン指導曲集』（全
10 巻、全音楽譜出版社）が完成。

1960年（昭和35年）
5 月、『奏法の哲学〜音に座禅して三十年』、12 月、『歩いて来た道』を音楽
之友社より出版。

1961年（昭和36年）
4 月、チェロの巨匠カザルス来日。東京・文京公会堂で 400 人の子どもたち
の合奏を聴き、「おそらく、世界は音楽によって救われるでしょう」と語り、
鎮一を抱きしめた。

1962年（昭和37年）
3 月、第 8 回全国大会参加のため、ジョン・ケンドール教授再来日。スズキ
チルドレンによる訪米演奏旅行が具体化。

1963年（昭和38年）
3 月、オベリン大学のクック教授初来日。訪米演奏旅行の招聘を確認。横浜
文化体育館で第 9 回全国大会、第 11 回卒業式。ピアノ科で初の卒業生。

1964年（昭和39年）
3 月 5 日、初のアメリカ演奏旅行出発。6 ～ 14 歳の子どもたち 10 名を伴う
総勢 19 名が、ニューヨークの国連、フィラデルフィアでの全米音楽指導者
会議など、アメリカ各地を訪問。圧倒的な成功をおさめた。ドイツ連邦共和
国政府より功労勲章一等功労十字章を受賞。欧米の大学より、鈴木鎮一への
名誉博士号の贈呈が相次いだ。

1965年（昭和40年）
6 月、海外初の指導者研究会をオベリン、ボルチモア、イリノイ、シアトル
で開き、スズキ・メソードを直接指導。

1966年（昭和41年）
3 月、第 12 回全国大会。会場を日本武道館に移す（2011 年の第 53 回まで開催。
2011 年は東日本大震災のため、直前に中止）。6 月、ボストンのニューイン
グランド大学より名誉音楽博士号。8 月、『愛に生きる』を講談社より出版、
10 月、第 2 回訪米演奏旅行、全米各地にスズキの教室開設。

1967年（昭和42年）
3 月 26 日、第 13 回全国大会開催。5 月、『才能教育通信』（タブロイド判）
を月刊とする。同月、A5 判、季刊誌『才能教育』を本部より創刊。8 月、松
本市深志に才能教育会館落成。第 18 回夏期学校にアメリカ弦楽指導者協会
メンバー 68 名が参加。10 月、第 3 回訪米演奏旅行。

1968年（昭和43年）
4 月、「幼児開発協会」設立。会長は井深大・ソニー社長（当時）。7 月、後
にアメリカ・スズキ協会の初代会長になるテネシー大学教授のウィリアム・
スター先生が大家族と来日。１年２ヵ月にわたり、鎮一の元でスズキを記録。
現在に至る米国でのスズキ隆盛の端緒に。

1969年（昭和44年）
3 月、『幼児の才能教育』を明治図書より出版。11 月、ベルギーのイザイ財
団よりイザイ賞を授与。12 月、『才能開発は 0 歳から』を主婦の友社より出版。
フルート奏者の髙橋利夫とフルート科を創設。

1970年（昭和45年）
3 月、佐藤栄作首相と育児政策を懇談。ピアノ科第 1 回卒業式を挙行、卒業
生 139 名。4 月、大阪万博・国連デーに国連のウ・タン卜事務総長らを前で、
1,000 名の子どもたちが大合奏。『鈴木メソードによる幼児の能力開発』を三
省堂より出版。11 月、勲三等瑞宝章を授与。米国イーストマン音楽学校よ
り名誉博士号を授与。12 月、『わたくしの幼児開発論』（井深大・茅誠司と共著）
を講談社より出版。

1971年（昭和46年）
7 月、第 22 回夏期学校参加者が初めて 1,000 人を越す。8 月、『才能開発の実際』
を主婦の友社より出版。スター先生が、鎮一のレッスンの記録動画をベネズ
エラに持参。スズキの子どもたちを連れ、エル・システマ誕生に大きく貢献。
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アメリカでの演奏旅行に、10 人の
　テン・チルドレン
ツ ア ー は、 ま さ に

「クールジャパン」の
先駆けとなった文化
交流の新しい姿でし
た。約Ⅰヵ月間、全
米を移動しながらの
演奏は幼い子どもた
ちの音楽性豊かに奏
でる姿に、アメリカ

1961 年 3 月。第 1 回海外演奏旅行（テン・
チルドレンツアー）に出発。早野龍五理事長
や大谷康子さんの姿もあります

子どもたちが出発！ 「愛に生きる」を発刊。今や文化資産に
　鈴木先生の著書「愛に生きる」（講談社現
代新書）は、1966 年 8 月 16 日に初版を発行
以来、世代を超えて読み継がれ、教育関係者
や音楽指導者の現場で教材や参考書、育児書
のバイブルとして広く、あまねく使われてき
ました。この間、増刷を重ね、2025年4月には、
100 刷を達成。すでに「伝説的ロングセラー」
として位置付けられ、社会の中に定着した「読
み継がれるべき価値」のある「文化資産」で
あることを明示しています。

ジョン・ケンドール教授の来日

アメリカから駆けつけられた第 1 号がケン
ドール先生でした。スポンサーを見つけ、日
本への渡航・滞在費用などを工面されました

　1959 年、アメリカ
のマスキンガム大学
のジョン・ケンドー
ル教授が初来日。夏
期学校にも参加され
ました。後年、機関
誌がインタビューし
た際に、「スズキは論
より証拠だった」と
お話しされました

A5 サイズの機関誌を創刊
　変遷がいろいろあった機関誌
が A5 サイズの「才能教育」と
して創刊されたのが 1967 年 5 月
20 日。「才能教育の目指すもの」
と題された鈴木先生の講演再録
や、青木謙幸先生の「レコード
夜話」などにグラビアでは完成
間近の才能教育会館の外観写真
も。今に続く歴史的にも価値が
あり、読み応えも十分です。

交流

アメリカから多くの弦楽器指導者が松本へ
　1967 年の夏期学校に合わせて、
アメリカ弦楽指導者協会のメン
バー68名が来日。ジョン・ケンドー
ル先生をはじめ、後に 1 年２ヵ月
にわたり松本に滞在し、鈴木先生
のレッスン風景を学び、アメリカ
スズキ協会初代会長を務めたウィ
リアム・スター先生など、多士済々。
ここで感銘を受けた先生方が海外
にスズキの根を植え付けました。

完成したばかりの才能教育会館で記念撮影。こ
のメンバーたちが、夏期学校での見聞を全米に
持ち帰り、普及につとめてくださいました

大阪万博・国連デーで演奏
　1970 年、大阪万博の国連
デーに 1,000 名の生徒がお祭
り広場で祝賀演奏をし、ウ・
タント事務総長らに感銘を与
えました。万博の場を通じ
て、音楽による世界平和の実
現と、子どもたちの才能育成
を目指した鈴木先生の姿が印
象的でした。2025 年の大阪・
関西万博でも演奏しました

この日の演奏は、126 ヵ国の代表が出席した
国連デーへの祝賀演奏として、ウ・タント事
務総長によって招待され、実現しました

松本市役所前で子どもたちの演奏を聴くグリュミオー

東京支部の子どもたちとキラキラ星を演奏するス
ターン

子どもたちの演奏にブラボーを連発したメ
ニューヒン
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Time Line  80 年の流れ③

　1978 年 4 月、ワシントンのケネディセンター、アトラン
タのシンフォニーホール、ニューホークのカーネギーホール
で日本の 6 歳〜 12 歳までの子ども 100 名とアメリカの子ど
も 100 名による「日米親善コンサート」が開催されました。
各ホールを埋め尽くした人々の心を魅了した演奏会の模様は、
135 局の TV チャンネルを通して、全米に放映されました。
ケネディセンターでのコンサートに出席したカーター大統領
は感動のあまり、最後の曲が終わるとステージに駆け上がり、
鈴木先生や子どもたちと握手。ホールの満員の聴衆も総立ち
で、嵐のような拍手を送りました。

日米親善200名のコンサート
　1983 年 7 月、第 6 回世界大会が東京と松本で開催されま
した。日本では初めての開催で、世界 21 ヵ国から 900 名
の指導者・生徒・保護者が集まり、日本からの参加者 600
名とともに、松本市あげての大歓迎の中で行なわれました。
開会式は、現在のまつもと市民芸術館のところにあった松
本市民会館で開催（下の写真）。スズキ・メソードでお子様
方を育てられた高円宮憲仁親王、さらに吉村午良長野県知
事、和合正治松本市長、鈴木先生の良き理解者だったソニー
社長の井深大さんなどをお迎えし、華やかにスタートしま
した。松本城での歓迎会では、それまで降り続いた雨がピ

1983 年、第 6 回世界大会を松本で開催

　1970 年、東京の主婦の
友講堂で開催されたピア
ノ科第 1 回卒業式。この
年のピアノ科卒業生は全
国で 139 名でした。
　1972 年には、フルート
科でも初の卒業生を出し
ました。

第 1 回ピアノ科卒業式を開催

　いわゆる「テン・チルドレン」と呼ばれた子どもたちによ
る海外演奏旅行が、アメリカに、さらにヨーロッパにスズキ・
メソードを紹介していく大きな原動力となりました。その結

果、世界各地に
スズキ・メソー
ドの芽が伸びて
きた時、世界大
会は誕生しまし
た。
　1971 年の「テ
ン・チルドレン」
の演奏旅行先は、

アメリカ・カナダ・ヨーロッパでした。一行がホノルルに立
ち寄った折、同行の先生が「こういうところで先生方の研究
大会が開けたら素敵ですね」と提案がありました。それを、
医師でありながら、鈴木先生の片腕として、本業を休んで第
1 回の海外演奏旅行から同行し、国内外で「スズキ・メソー
ド」を広めるために尽力されていた本多正明先生（故人、元
本会名誉理事）が聞いていました。本多先生はその時「松本
の夏期学校のように、世界中のスズキの先生が一堂に会する

ことができたら、どん
なに素晴らしいか」と
考えました。「夢のよ
うな考え」と思いなが
らも、いいと思ったら
行動するのが本多先生
の流儀。「一生懸命に
やって実現させる価値
がある夢」のために動
き始めました。最終的
に、大きな力となったのは、鈴木先生の賛成でした。「それは面白いですね。やって
みますか」。鈴木先生の力強い言葉に、本多先生の企画は一気に具体化していきます。
広いホールを持ち、練習する部屋も十分あるハワイのヒルトン・ハワイアン・ビレッ
ジを会場として決めると、世界各地の先生方に招待状とともに、目的、プログラム、
登録費などの詳細を発送しました。
　こうして第 1 回世界大会は、1975 年 6 月 27 日、アメリカとオーストラリアから
301 名、日本から 571 名の参加者を得て始まり、またたく間にプログラムは進んでい
きました。最終日には、2 年後に同じホノルルでの、第 2 回世界大会の開催を約束し、
鈴木先生の「どうか皆さん、目を覚まして世界を救いましょう」の言葉を胸に、参
加者はまた各地に散っていったのです。

1975 年、第１回世界大会をハワイ

羽田〜松本間は YS11 のチャーター便を利用

松本城内で鈴木先生と子どもたち

カーター大統領の娘、エミーちゃんもヴァイオリン科の生徒として参加

子どもたちに手品を見せる場面もあり、とても親
しみを抱くことができた来日風景第 1 回チェロ科全国大会
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1972年（昭和47年）
2 月、米国ロチェスター大学より名誉音楽博士号を授与。3 月、フルート科
で初の卒業生を出す。フィラデルフィアで幼児の能力開発を実践していたグ
レン・ドーマン博士が来日。鎮一と対面し、すぐに意気投合した。

1973年（昭和48年）
5 月、人間能力開発世界大会で、人間能力開発機構スペクトラ賞を受賞。10 月、
カザルス死去。松本の才能教育会館で追悼演奏会。同月、フルートの巨匠マ
ルセル・モイーズが初来日、各地で講習、演奏会を開き、日本フルート界に
大きく貢献。1977 年の再招聘時にもフルート奏者たちが松本に結集した。

1974年（昭和49年）
3 月、才能教育音楽学校を開校。11 月、ドーマン博士講演会。

1975年（昭和50年）
5 月、第 1 回チェロ全国大会を愛知県文化講堂で開催。6 月、「第 1 回世界大会」
をハワイで開く。日本、米国、豪州などから 872 名参加。ベネズエラのアブ
レウ博士によって「音楽の社会運動」としてエル・システマが設立された。

1976年（昭和51年）
4 月、郵便貯金ホールで「鈴木鎮一喜寿祝賀演奏会」開催。8 月、米国各地
の夏期学校で約 40 日間指導。9 月、徳川義親、才能教育研究会名誉会長死去。

1977年（昭和52年）
6 月、才能教育運動 10 年の歴史を持つカナダのエドモントンで開かれた夏
期学校で指導。帰路ハワイでの「第 2 回世界大会」に出席。

1978年（昭和53年）
4 月、ワシントンのケネディ・センターで、「日米各 100 名の子どもたちに
よる親善コンサー卜」。ヴァイオリンを学ぶ娘と出席したカータ一大統領は、
演奏後、鎮一と子どもたちを激励。ニューヨークのカーネギー・ホール、ジョー
ジア州アトランタでも同様の演奏会を開催。同月、米国の実業家、デビッド・
スミス氏の支援で松本市にスズキ・メソード研究所落成。8 月、サンフラン
シスコで「第 3 回世界大会」開催。10 月、中国・鄧小平副首相来日歓迎レ
セプションが首相官邸で開かれ、30 人のスズキチルドレンが演奏。

1979年（昭和54年）
4 月、アメリカのソルトレーク市の招きで生徒 30 名と訪問。6 月、ミュンへ
ンで世界 14 ヵ国の代表者 668 名が参加し、「第 4 回世界大会」開催。会期中
に「国際スズキ協会」（ISA）を結成。10 月、ペルー、アメリカ、メキシコへ
45 日間の海外演奏旅行。11 月、鎮一の初期の弟子でヴァイオリニストの小
林武史がベネズエラに３ヵ月滞在。71 年、73 年のスター先生に続き、スズキ・
メソードの真髄を伝え、エル・システマの発展に大きく寄与した。

1980年（昭和55年）
8 月、ロンドンで開かれた「第 1 回ヨーロッパ指導者合同研究会」に出席。
欧州 9 ヵ国のスズキの指導者、生徒、父兄 700 名が参加。10 月、初のオー
ストラリア訪問。シドニー、メルボルンなどの卒業コンサートに出席。同月、
松本にて「社団法人才能教育研究会創立 30 周年記念式典」を盛大に挙行。

1981年（昭和56年）
4 月、「第 2 回ヨーロッパ合同研究会」出席。10 ヵ国から指導者 100 名が参集。
7 月、アメリカ・マサチューセッツに 14 ヵ国 1,200 名が集まり、「第 5 回世
界大会」開催。次回開催地を才能教育発祥の地、日本の松本と決定。

1982年（昭和57年）
4 月、ベルギーの「第 3 回ヨーロッパ合同研究会」に出席。5 月、ソロプチ
ミスト日本財団から第 1 回千嘉代子賞受賞。6 月、ヨーロッパだけをめぐる
演奏旅行が始まる。約 1 ヵ月イギリス、スウェーデン、ベルギー、アイルラ
ンドを 10 名の子どもたちと 6 名の指導者が訪問。7 月、フランスから教育
功労勲章授与。10 月、アメリカ・スズキ協会（SAA）の招きで、イリノイ州、
ペンシルヴァニア州などを訪問。同月、イリノイ州シカゴにレーガン大統領
の歓迎の書簡が届く。イリノイ州議会が 10 月 3 日を「スズキ・デー」と決議。
同月 6 日、同州モンロー市長より名誉市民に推戴される。

1983年（昭和58年）
3月、日米のスズキチルドレン22名が初の訪中。《熱烈歓迎》を受ける。7月、「第
6回世界大会」を松本で開催。井深大・名誉会長は「松本で生まれた才能教育が、
海外で大きく育ち、今故郷に帰ってきた」と挨拶。9 月、東独文化省の招き
でスズキチルドレン 81 名の弦楽合奏団が東独初の演奏旅行。

1984年（昭和59年）
3 月、第 32 回卒業式、第 30 回全国大会を開催。4 月、「ドイツ・スズキ協会
研究会（西独」と「ヨーロッパ・スズキ協会第 5 回大会（仏）」に参加。5 月、

19751975
今も続くピアノ科卒業式・卒業演奏会

第 1 回チェロ科全国大会を開催
　1975 年、 愛 知 県 文 化
講堂で開催された第 1 回
チェロ科全国大会。200
名以上の生徒が参加し、
今に続くスズキ・チェロ
パワーの源泉になりまし
た。2025 年 4 月には、第
26 回を数えています。

フルートの巨匠、モイーズが来日
　1973 年、才能教育研究会の
招聘によるマルセル・モイーズ
のフルート講習会を、日本フ
ルート協会との協力で松本、東
京、神戸で開催。77 年の再来
日では松本で講習会、東京で「モ
イーズ先生米寿祝賀コンサー
ト」を開催しました。

この当時の「ヒルトン・ハワイアン・ビレッジ」が
会場で、隣にはイオラニ宮殿がありました

約束通り、2 年後の 1977 年 6 月に開催された第 2 回世界大会。当時は、「国
際研究大会」という名前で呼ばれていました

世界大会の歴史です。本拠地松本を除けば、アメリカ、ドイツ、カナダ、
オーストラリア、韓国、アイルランド、イタリアと、毎回都市を変え、
およそ 1 年おきに開催されていきました。その歴史は、世界各国でしっ
かり根をおろし、子孫を増やしてきた道のりに重なっています

第 6 回世界大会開会式で挨拶する鈴木先生

タリとやみ、しっとりとした松の緑と芝生の青が映
える城内で、松本市長や鈴木先生の歓迎の言葉が各
国からの参加者たちに届きました。
　大会中は、各種の国際色豊かなコンサートが次々
と繰り広げられ、５ヵ国代表の 18 人の生徒と、地
元松本の小学生たちによる「世界子どもサミット」
が松本市青年商工会議所の主催で開催されました。
並行して開催された国際理事会では、国際スズキ協
会（ISA）の組織構成などが決められ、大変実りあ
る大会となりました。

あがたの森で開催された子ども交流会
には、乗鞍岳の万年雪を松本市商店街
連盟のみなさんがトラック 4 台で運び
込み、真夏の雪を楽しみました
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　1998 年 1 月 26 日に亡くなら
れた鈴木先生の 99 歳でのご逝
去のニュースは、世界中に深い
悲しみをもたらしました。戦後
日本の復興を目指す人々に、子
どもの持つ無限の可能性を示
すことで自信と夢と希望を与
えたその功績は、今こそ再評価
されるべきでしょう。
　鈴木先生のお葬式は才能教
育研究会葬として、3 月 17 日、
長野県松本文化会館（現キッセイ文化ホール）でおごそかに行なわれました。
国内外の指導者、生徒など約 2,000 名が参列。喪主はワルトラウト夫人、葬
儀委員長は有賀正松本市長でした。御霊は、松本市中山霊園の名誉聖域に、
安置されました。

Time Line  80 年の流れ④

　 ス ズ キ の 子 ど も
た ち が 音 楽 の 殿 堂

「カーネギーホール」
の舞台で演奏したの
は、1978 年 の「 日
米 200 人コンサート」
と、1984 年のテン・
チルドレンコンサー
ト 20 周年記念コン
サートの２回。

　鈴木先生は、日米 200 人の子どもたちが、 冒頭、バッハの協奏曲イ短調を演
奏する姿に、1961 年にカザルスが文京公会堂で子どもたちの演奏を見て涙
したのと同じ感動を味わいました。「全米に〝どの子も育つ、育て方ひとつ〟
という事実の重大性を強く訴えることができたことは、今回の意義深い訪
米の大事業でした」と思いを記されました。
　1984 年の舞台は、カーネギーホールが主

・ ・

催する公演であり、米国三大ネッ
トワークの二つ（ABC・NBC）が取材合戦を繰り広げ、当日の夜 6 時と 11
時に２回ずつ放映という破格の扱いで話題を呼びました。全米がスズキ・メ
ソードに触れ、10 人の子どもたちの演奏に大いなる関心を抱いた瞬間でし
た。カーネギーホールの舞台は、米国でのさらなる飛躍を約束していました。

音楽の殿堂、カーネギーホールと

　毎日新聞社の小島正美記者の綿密
な取材による『世界に幼児革命を』
が 1985 年に出版されるとたちまち
話題になりました。スズキ・メソー
ドの他との違い、広がっていく経緯、
そもそもスズキ・メソードとは何か
について真摯に、事実を積み重ねて
いく取材記事が圧倒的な迫力です。
2016 年には内容をボリュームアップ
して復刊されました（右）。

「世界に幼児革命を」が話題に

小澤征爾さんと鈴木先生

　1996 年、スズキ・メソードで学ぶ、
より小さな子どものために「幼児用 U
字管フルート」をメーカーとともに開
発。スズキ・フルート指導曲集第１～
２巻のレベルで必要のない低音 C とト
リルキーを外し、極力軽量化を図りま
した。フルートを吹きたい！学びたい！
という夢のスタート年齢を下げることに貢献しました。

　その後、幼児用 U 字管フ
ルート、U 字管フルート、ス
トレートフルートの３種類
のフルートで吹く子どもた
ちの合奏する姿が定着。今
回のグランドコンサートで
も多数見ることができます。

幼児用 U 字管フルートを開発

1978年の舞台。子どもたちの後方に、サンディ・
ルーニング先生が指揮をする指導者オーケス
トラが伴奏しました

1984 年のテン・チルドレン 20 周年のメンバー。ヴァイオリンの江口有香さん、弟
でチェロの江口心一さんら、プロの道に進んだ方も多い

記念館には 450 点以上の資料を展示。
2026 年、開館 30 周年を迎えました

東京でのグランドコンサートを皮切りに、松本での世界大会とのカッ
プリングは、まさに空前絶後の企画。世界にも例がない規模でした

1990 年 8 月 17 日、セント・アンドリュース大学から授与された名誉音楽博士号の
受賞を喜ぶ鈴木先生とワルトラウト夫人。賞を授与されたのは Sir Kenneth Dover
学長（右）、Struther Arnott 校長兼副学長（左）

19951995

シカゴの「第 1 回アメリカ・スズキ協会大会」に出席。オベリン大学では名
誉音楽博士号を受ける。第26回全国指導者研究会。5月～6月、第2回ヨーロッ
パ演奏旅行。第 35 回ヴァイオリン・チェロ・フルートの夏期学校と第 6 回
ピアノ科夏期学校。8 月、アメリカ・スズキ夏期学校へ。10 月、第 20 回海
外演奏旅行。同月、カーネギー・ホールの主催で 10 名のスズキチルドレン
が公演、3 大ネットワークの ABC、NBC が全米にテレビ放映。12 月、『鈴木
鎮一全集』全 8 巻を双柿舎より刊行。

1985年（昭和60年）86~87歳
2 月、毎日新聞社の小島正美記者が『世界に幼児革命を』を共同音楽出版社
から出版。3 月、ドイツ連邦共和国功労勲章一等功労十字賞を授与。４月、ヴェ
ネチア賞を授与。8 月、カナダ・エドモントンで開催の「第 7 回世界大会」
に出席。

1986年（昭和61年）
米寿記念コンサート「鈴木鎮一と ” キラキラ星 ” たち」をサントリーホール
で開催。

1987年（昭和62年）
「第 2 回パンパシフィック・スズキ会議」のため豪州アデレードを訪問。8 月、

西ベルリンでの「第 8 回世界大会」に出席。

1988年（昭和63年）
5 月、「第 2 回ピアノ研究グループ講師会」を開催。8 月、スウェーデンで開
催の「第 8 回ヨーロッパ研究大会」に出席。

1989年（昭和64年、平成元年）
7 月、「第 9 回世界大会」を松本で開催。感動的な大会となった。

1990年（平成2年）
5 月、クリーブランド音楽大学より名誉博士号を授与。サンフランシスコで
のアメリカ・スズキ協会大会に出席。スコットランドでの「第 9 回国際スズ
キ・ヨーロッパ大会」に出席。イギリス・セントアンドリュース大学より名
誉博士号を授与。

1991年（平成3年）
1 月、豪州アデレードで開催の「第 4 回パンパシフィック大会」、「第 10 回
世界大会」に出席。英国サンデータイムス紙の特集『20 世紀をつくった
1000 人』の中の 1 人に選ばれる。

1992年（平成4年）
5 月、米国イサカ大学より名誉博士号を授与。堤 剛先生によるチェロ科指導
曲集の録音が、テネシーとフロリダのスタジオで実施。「サイトウ・キネン・
フェスティバル」スタートで、小澤征爾が才能教育研究会を表敬訪問。「松
本はスズキのメッカで、音楽の素地のある街」と松本を選んだ理由を語った。
　
1993年（平成5年）
4 月、米国メリーランド大学より名誉博士号を授与。8 月、ソウルで「第 11
回世界大会」。10 月、「95 歳祝賀コンサート」を松本市で開催。

1994年（平成6年）
5 月、サントリーホールで「95 歳祝祭コンサート」を開催。世界で活躍する
スズキ・メソード出身の演奏家たちが駆けつけた。

1995年（平成7年）
7 月、アイルランドのダブリンで開催された「第 12 回世界大会」に、鎮一
の代わりにワルトラウト夫人が出席。

1996年（平成8年）
鈴木鎮一記念館が開館。スズキで学ぶ、小さな子どものために「幼児用 U 字
管フルート」をメーカーとともに開発。

1997年（平成9年）
4 月、専修学校国際スズキ・メソード音楽院開校。8 月、「第 1 回スズキ・フ
ルート国際大会」をフィンランドで開催。

1998年（平成10年）
1 月 26 日、鈴木鎮一永眠。享年 99 歳。2 月、「長野冬季オリンピック祝賀コ
ンサート」に出演。9月、鎮一と才能教育運動に力を注いだ青木謙幸逝去。11月、
阪神・淡路大震災を悼む「1000 人のチェロ・コンサート」に、チェロ科の
生徒 100 名が参加。12 月、「鈴木鎮一先生追悼コンサート」を新宿で開催。

1999年（平成11年）
3月、「第13回世界大会」を松本で開催。30数ヵ国から4,000人が参加。スズキ・
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各地で名誉博士号を授与
　1990 年は鈴木先生にとって、各国から相次いで名誉音楽博士号を授与さ
れる嬉しい年になりました。5 月にアメリカのクリーブランド大学から、そ
して、イギリス・スコットランドのセント・アンドリュース大学からは 8 月
に授与されたのです。ちょうど 8 月 7 日〜 18 日までの 11 日間、第 9 回国
際スズキ・ヨーロッパ大会がこのセント・アンドリュース大学で開催されて
いたので、23 ヵ国から 300 人の指導者、1,100 名の生徒たち、1,800 名の保
護者がここに集まっていました。
　鈴木先生はこの大会で「逆さ弓」や「弓の枠を持つ奏法」など次々に新し
い奏法を展開。「さよならコンサート」では、その革命的な奏法による音の
変化に、ご自身も感激されたことを当時の機関誌で熱く報告されています。

　小澤征爾さんは 1992
年 9 月、松本での第 1 回
サイウ・キネン・フェス
テイバル松本の開催に際
して、スズキ・メソード
本部に鈴木先生を表敬訪
問いただき、ともに松本
市から世界に発信する音
楽・教育の活動家として
交流されました。

松本がスズキのメッカであること、音楽
の素地がある街として、音楽祭開催地と
して選んだとのことでした

鈴木先生のご逝去

鈴木鎮一記念館をオープン
　鈴木鎮一記念館は、松本市名誉市民
の鈴木先生が、1952 年から 1994 年ま
で住まわれた邸宅を松本市が鈴木鎮一
記念館として 1996 年に開館しました。
記念館には、グリュミオー、コーガン、
ロストロポーヴィチ、コルトーなど、
世界の巨匠たちもたびたび訪れており
ます。 また、鈴木先生の業績を称える
数多くの資料を公開展示。スズキ・メ
ソードの真髄を知ることができます。

1999年、第 13 回世界大会を松本で開催
　第 13 回世界大会は、1999 年 3 月 27 日の日本武道館で、海外から
の 200 名を含め、3,000 名の生徒が出演し、華やかな演奏を繰り広げ
た第 45 回グランドコンサートを皮切りに、翌日から 4 月 3 日まで松
本市で開催されました。世界大会は、鈴木先生の生誕 100 年を記念し、
世界 30 数ヵ国から 4,000 人以上の参加者を迎え、各会場は熱気に溢
れました。長野県松本文化会館での開会式には、グランドコンサー
トを終えて、前日に松本へ移動した参加者で会場は超満員。それに
先立ち、鈴木鎮一記念館では、鈴木先生記念碑の除幕式が行なわれ、
松本城では松本市民による歓迎交流会が盛大に開催されました。期
間中は、開会式コンサートに始まり、午後と夜のコンサート、お別
れコンサートなど 5 つの会場で 20 回を数えました。いずれも国際色
豊かな演奏に、各会場は大きな拍手と歓声に包まれました。

の驚異的な関係

白いカーネーションがヴァイオリンの形に飾られた
祭壇は、強い印象を残しました
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Time Line  80 年の流れ⑤

　鈴木先生が生前希望された通
り、豊田耕兒先生が第 2 代会長に
就任されたのが 1999 年 9 月。長
いドイツでの生活から日本での生
活に変えてからは、各地区のピア
ノ科卒業式に出席。指導曲集の改
訂にも着手。国際スズキ・メソー
ド音楽院校長や国際スズキ協会名
誉会長を歴任されました。

2001 鈴木鎮一メモリアルコンサートを開催

　2004 年 3 月、第 50 回を記念する日本
武道館でのグランドコンサートには、天
皇皇后両陛下（現在の上皇上皇后両陛
下）、高円宮妃殿下をお招きし、3,300 名
の生徒が見事な演奏を披露。前日にはホ
テルグランドパレスで国際シンポジウム

「スズキ・メソードの原点と明日への展
望」が開催され、４大陸 6 人のパネリス
トが各地域の現状を意見交換しました。

　2001 年 1 月、サントリーホール大ホールで「鈴木鎮一メモリ
アルコンサート〜愛をうけつぐものたち」を開催。前月に亡くな
られたワルトラウト夫人とともに、鈴木先生を追悼しました。鈴
木先生を偲び、その偉業を讃えるとともに、21 世紀にその思想
を伝え、さらに世界にスズキ・メソードを拡げる原動力とするこ
とが趣旨でした。豊田会長の指揮で鈴木先生作曲の「弦楽アンサ
ンブルのためのワルツ」で開幕。オーディションで選ばれた生徒
の協奏曲、さらに本会出身の渡辺玲子、東誠三、林峰男さんらの
演奏、ドヴォルザークの「弦楽セレナード」と続きました。

豊田耕兒先生が第 2 代会長に
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テン・チルドレンの 50 年記念コンサート
　2014 年 3 月、サントリーホールで開催の「テン・チルドレンの 50 年
記念コンサート」には、1964 年の第１回から 50 年にわたる思いが凝縮
されました。第１部「テン・チルドレン OB・OG によるお話と演奏」に
は、かつてツアーに参加され、今では各界で活躍される方々の素晴らし
い演奏と当時の印象的なお話を紹介。第２部では、チェロ科、ピアノ科、
フルート科、ヴァイオリン科の現役のスズキの生徒たちが素敵な演奏を
披露。場所をブルーローズに移した第３部では、高円宮妃殿下、近藤誠
一コンサート名誉委員長、鈴木裕子会長やご列席の皆様のお話と大谷康
子さんを中心とした弦楽合奏など、盛りだくさんな内容でした。

メソード学術研究会が『21 世紀の感性教育 : スズキ・メソードの理論と背景』
を発行。9 月、豊田耕兒先生が第２代会長に就任。

2000年（平成12年）
9 月、ウト・ウギが音楽監督の「ローマ国際音楽祭」に、豊田会長と生徒ら
48 名が参加。12 月、名誉会長を務めたワルトラウト夫人逝去。

2001年（平成13年）
1 月、サントリーホールで、「鈴木鎮一メモリアル 2001 コンサート〜愛をう
けつぐものたち」を開催。ワルトラウト夫人とともに追悼。11 月、「スズキ
チルドレンオータムコンサート 2001」を中野サンプラザで開催。

2002年（平成14年）
10 月、テン・チルドレン同窓会に 200 名が参加。本多正明先生が『音楽の車』
を上梓。豊田会長を中心に10人の子どもたちがドイツ・ツアー。スズキ・メソー
ドの発展を応援してくださった高円宮様が急逝。

2003年（平成15年）
1 月、国際スズキ・メソード音楽院が専門学校に移行。2 月、松本市と「乳
幼児情操教育事業」スタート。11 月、イ・ムジチのコンサートマスターのアー
ヨ氏と指導者、子どもたちが、ヴィヴァルディの『四季』を各地で共演。

2004年（平成16年）
3 月、第 50 回を記念するグランドコンサートに天皇皇后両陛下（現上皇上
皇后両陛下）、高円宮妃殿下をお招きし、日本武道館で開催。前日にはホテ
ルグランドパレスで国際シンポジウムも。

2005年（平成17年）
1 月、才能教育会館で「21 世紀：音楽による乳幼児情操教育シンポジウム」
を開催。5 月、機関誌を大幅にリニューアル。11 月、ウィリアム・スター先
生が来日。各地でワークショップを開催。

2006年（平成18年）
2 月、「葉加瀬太郎ヴァイオリンサミット 2006」にスズキの子どもたちが出演。
4 月、「第 14 回世界大会」をイタリアのトリノで開催。

2007年（平成19年）
1 月、「シドニー国際大会」。0 〜 3 歳児コースがスタート。11 月、「日中友
好青少年音楽交流会 in 北京」に日本から 92 名の子どもたちが参加。

2008年（平成20年）
「没後 10 年＆生誕 110 年記念鈴木鎮一先生メモリアルコンサート」が松本を

皮切りに、2009 年 3 月の第 52 回グランドコンサートまでの１年間、全国各
地で開催。第３代会長に中嶋嶺雄先生が就任。8 月、「ラ・フォル・ジュルネ・
オ・ジャポン」に出演。

2009年（平成21年）
1 月、銀座で「SUZUKI WEEK」を開催。4 月、「第 15 回世界大会」をメルボ
ルンで開催。10 月、ボストンでの「第 1 回国際ティーチャー・トレーナー会議」
に日本からも指導者が参加。11 月、「フルートグランドコンサート」を開催。

2010年（平成22年）
5 月、「スズキ・チルドレンコンサート 2010」を開催。10 月、フルート科が「宮
前丈明フルート連続演奏会」を開催。

2011年（平成23年）
3 月 11 日、東日本大震災発生。3 月 27 日に日本武道館で開催を予定してい
た第 53 回グランドコンサートを中止に。

2012年（平成24年）
3月、エル・システマジャパン設立。10月、公益社団法人才能教育研究会に移行。

2013年（平成25年）
第 16 回世界大会の開催直前、中島嶺雄会長逝去。4 月、鈴木鎮一先生の姪
の鈴木裕子先生が第４代会長に就任。「第 16 回世界大会」を松本で開催。『鈴
木鎮一マンガ物語』が全音楽譜出版社より刊行。

2014年（平成26年）
3 月、「テン・チルドレンの 50 年」をサントリーホール大ホールで開催。クー
ルジャパンの先駆けとして 31 年間に 20 ヵ国 384 都市で 483 回のコンサー
トを開催し、文化交流・民間外交に寄与。

2015年（平成27年）
3 月、国際スズキ・メソード音楽院閉校。現在は指導者養成システムを稼働中。
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第 16 回世界大会を松本で開催

　2013 年 3 月 27 日から５日間、松本で開催された第 16 回世界大会には、
過去最大の 5,400 人が 35 の国と地域から参加。「子供たちの音が、世界
をひとつに。」をテーマに掲げ、音を追求するレッスンプログラム、子ど
もたちの大合奏、世界の名だたる演奏家の演奏、OB・OG の演奏、各界
の著名人によるシンポジウムなど、松本市民とともに音楽を楽しみ、心
をひとつにする多様なプログラムが繰り広げられました。

　中嶋嶺雄会長の急逝（2013 年
2 月 14 日）を受け、2013 年 4 月、
鈴木裕子先生が第 4 代会長に就
任。実の叔父にあたる鈴木鎮一先
生の貴重な思い出を機会あるごと
にお伝えいただきました。国際ス
ズキ・メソード音楽院校長、白百
合幼稚園園長、国際スズキ協会の
名誉会長も歴任されました。

鈴木裕子先生が第 4 代会長に

第 50 回記念グランドコンサートを盛大に開催 機関誌を大幅にリニューアル
　2005 年 5 月発行の機関誌 152 号
から、大幅に内容をリニューアル
しました。「先輩、こんにちは」「鈴
木鎮一マンガ物語」などそれまで
にない企画を入れ、デザインを刷
新。編集スタッフが実際に取材す
る記事を大幅に増やしました。コ
ロナ禍の 2022 年 4 月には、さらに
A4 サイズに拡大しました。

　2003 年、豊田会長か
ら当時の有賀松本市長
に「松本の 6 歳までの
6 万人の子どもたちを文
化人にしましょう」と
音楽による情操教育を
提案。本会の CD を提供
したり、国際スズキ・メソード音楽院の学生や松本支部の指
導者による生演奏の機会を設けました。現在も継続中です。

松本市と乳幼児情操教育事業開始

　2008 年 7 月、豊田耕兒前会長
の後を受け、第 3 代会長には松
本音楽院の第 1 期生で、国際社
会学者であり、国際教養大学理事
長・学長の中嶋嶺雄先生がご多忙
な中、就任。日本の教育界、学界
に大変な影響力を発揮された功績
は、スズキ・メソードを推進する
力に溢れていました

中嶋嶺雄先生が第 3 代会長に
　2007 年に当時の早稲田教室から
スタートした「０〜３歳児コース」。
ベテランと若手指導者がチームを組
み、楽器科に進む前段階に効果的な
オリジナルプログラムと教材を研
究・開発。「できるだけ早い時期に」

「能力は生まれつきではない」「環境
にないものは育たない」「急ぐな、休むな」など鈴木先生の
教えに基づくレッスンが特徴です。

0 〜 3 歳児コースがスタート
　2009 年 11 月、フルートグランドコンサー
トを、2010 年 5 月には、「スズキチルドレン
コンサート 2010」を、ピアノ科も「スズキチ

ルドレンコン
サート」を定
期的に開催す
るなど、活発
な活動が続き
ました。

各地で多彩な演奏を企画し、披露

東日本大震災発生！
　悲しみに心を痛めた 2011 年 3 月。
普通のことが普通でなくなり、普通で
ないことが普通になった東日本大震災。
復興に向けて歩み始めた東北地区の教
室を機関誌 176 号が紹介。世界からの
心温まるメッセージも紹介しました。

（左）200 人の子どもたちによるフルートグラ
ンドコンサートを国立オリンピック記念青少年
総合センター大ホールで開催。（上）国内版の「テ
ン・チルドレン」として復活した「スズキチル
ドレンコンサート」は福井、金沢、東京で公演

海外からの郵便物をすべて読み、鈴木先生に伝
えるのはワルトラウト夫人の大切な役割でし
た。その他無数のサポートを生涯続けました

コンサートの最後は出演者全員と 200 人の子ど
もたちとの「キラキラ星変奏曲」
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エクレスの「ソナタ」を演奏する 26 人のテン・チルドレン

写真は 10 周年を迎えた 2013 年のもの
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　国内初の感染者が 2020 年 1 月に確認され、その後、大型
クルーズ船の感染を皮切りに、私たちの生活に徐々に浸透し
た新型コロナウイルス。マスクが店頭から消え、東京オリン
ピックは延期。全国に緊急事態宣言が出され、3 密の回避など、
日常生活は一変しました。スズキ・メソードの活動も例外で
はありませんでした。夏期学校だけをみても、2020 年は開催
を中止し、「おうち夏祭り」をオンライン開催。2021 年は全
プログラムをオンライン配信、2022 年はハイブリッド開催を
予定していたものの、直前のコロナ禍拡大により、急遽オン
ライン配信のみに変更。2023 年は、ハイブリッド開催でした。

オンライン
での配信技
術の飛躍的
向上を図る
な ど、 得 ら
れたものも
大きい時期
だったと言
えます。

コロナ禍に突入

倉田澄子先生 菊地知也先生

各科の特別講師を新たに選任
　2020 年 4 月より、ヴァイオリン科に竹澤恭子先生、江口
有香先生、荻原尚子先生、チェロ科に倉田澄子先生、菊地知
也先生、山本裕康先生、フルート科に宮前丈明先生、ピアノ
科に東誠三先生、臼井文代先生、0 〜 3 歳児コースに村尾忠
廣先生が新たに 4 月から、特別講師として着任されました。
　以来、夏期学校でのマスタークラスでのレッスンや全国指
導者研究会での奏法の研究などに加え、各科別の研究会での
指導、研究科の卒業検定にも力を注いでいただいています。

（フルート科の検定は、すべての課程を宮前先生が担当）

　チェロ科が生まれて 70 年を祝う「第
26 回チェロ全国大会」を 2025 年 4 月
6 日、文京シビックホール大ホールで
開催しました（右の写真）。250 名に
およぶチェロ科生徒と OB・OG、ヴァ
イオリン科の生徒も加わり、多彩なプ
ログラムが繰り広げられました。ご臨
席の高円宮久子妃殿下からは、最後に
素敵なメッセージをいただきました。

10 年ぶりにチェロ全国大会を開催

創立 80 周年記念第 55 回グラコンを本日開催！
　８年ぶりの開催となる第 55 回グランドコンサート。ほとんどの生徒さんは、初めての参加と
なります。この Toyota Arina Tokyo での開催で、興奮も最高潮です。今回は、事前練習会を 2026
年 1 月 12 日、2 月 11 日、そして 3 月 8 日に実施しました。いずれの開催日も、首都圏ばかりで
なく、地方からも多く参加いただき、毎回、中身の濃い練習を積み重ねることができました。
　特にオーケストラの練習では、佐藤明先生の指揮でモーツァルトの交響曲第 41 番「ジュピター」
第 4 楽章を仕上げていきました。印田千裕先生の指導による「メンコン」も素晴らしい斉奏とし

て名演が期待されるまで
になりました。ピアノ科
も 東誠三会長の指導で、

「キラキラ星変奏曲」での
新しい伴奏スタイルを学
ぶなど、楽しみな演奏が
期待されます。
　本日は、舞台転換の迅
速さも楽しみながら、演
奏プログラムの数々をお
楽しみください。

2016年（平成28年）
3 月 1 日、『マンスリースズキ』創刊。5 月、「大人のスズキ」スタート。小
島正美著『スズキ・メソード　世界に幼児革命を』が新版に。6 月、70 周年
記念コンサート、式典＆祝賀会を開催。8 月、第 5 代会長に物理学者の早野
龍五が就任。12 月、チェロ科公式サイトスタート。

2017年（平成29年）
1 月、東京大学とスズキ・メソードの共同研究のスタートを発表。4 月、外
部評価委員会を開催。

2018年（平成30年）
4 月、生誕 120 年記念第 54 回グランドコンサートを両国国技館で開催。エル・
システマジャパンの子どもたちとスズキの子どもたちが初共演。『鈴木鎮一
のことば集〜心を育てる』を発刊。8 月、エル・システマと事業協力協定を
締結。才能教育会館で、「鈴木先生の生誕 120 周年記念コンサート」を開催。

2019年（平成31年、令和元年）
3月、鈴木鎮一記念館リニューアル完成。9月、まつもと市民芸術館で舞台劇『音
にいのちあり〜鈴木鎮一・愛と教育の生涯〜』公演。10 月、マドリードで

「第 2 回国際ティーチャー・トレーナー会議」。東京での「東日本大震災被災
者の集い」に来日されたフランシスコ教皇の前で、子どもたちが御前演奏。

2020年（令和2年）
1 月、コロナの初国内感染者を確認。2 月、早野会長がコロナ対応をビデオ
メッセージ。4 月、日本政府が緊急事態宣言を発出。各科の特別講師を発表。

『鈴木鎮一マンガ物語』が電子書籍に。5 月 25 日の緊急事態宣言解除を受け、
コロナ対応を整備。6 月、全国指導者研究会を初めてオンライン開催。8 月、
夏期学校を中止、「おうち夏まつり 2020」を開催。10 月、「スズキチルドレ
ン ピアノコンサート」など演奏動画をオンライン発信。年次報告書を発刊。
スズキの教室が世界 61 ヵ国と地域に拡大。12 月、スター先生逝去。

2021年（令和3年）
1 月、関東地区新年指導者研究会をオンライン開催。3 月、ピアノ科がオン
ラインで卒業式・卒業演奏会。5 月、フルート科が創立 50 周年。ISA が鈴木
鎮一の生涯を英訳し、全世界に公開。6 月、全国指導者研究会をオンライン
開催。スズキが世界 74 の国と地域に拡大。8 月、鈴木裕子元会長逝去。12 月、
フルート科が『50 周年記念誌』を発行。活動報告書を発行。東大との共同
研究を英国の老舗脳科学雑誌で発表。

2022年（令和4年）
2 月、機関誌を大幅リニューアル。3 月、コロナで順延したチェロ科リサイ
タルシリーズが、3 年越しに終了。4 月、会員限定 ”Fruitful” 配信スタート。6 月、
全国指導者研究会をハイブリッド開催。7 月、夏期学校が全面オンラインに。
スズキの新しいロゴを制作。8 月、早野会長をホストに保護者との「オンラ
イン交流会」を開催。10 月、0 〜 3 歳児コースが「オンラインシンポジウム」。
ウクライナ・スズキへの全世界的な支援の動き。大府市と才能教育研究会で

「バイオリンによるまちづくりの推進に関する連携協定」を締結。

2023年（令和5年）
3 月、4 年ぶりにピアノ科卒業式を対面開催。6 月、年次報告書を制作。7 月、
夏期学校を初のハイブリッド開催。10 月、「第 3 回国際ティーチャー・トレー
ナー会議」を松本で開催。鈴木鎮一著『歩いて来た道』を復刊。11 月、松
本音楽院発祥の地に記念銘板を設置。

2024年（令和6年）
4 月、チェロ科若手指導者たちが「第 1 回スズキチェロキャンプ」を開催。5 月、

「NEW STARS CONCERT」を大阪と東京で開催。6 月、早野龍五会長が理事長
兼会長に就任。7 月、活動報告書を発行。8 月、東誠三先生が第６代会長に。
9 月、東北地区指導者よる「じしんをしるたび」を開催。11 月、東京大学と
の共同研究第 3 弾スタート。

2025年（令和7年）
3 月、東京大学との共同研究第 2 弾を記者会見。4 月、チェロ科が「創設 70
周年記念第 26 回チェロ全国大会」を文京シビックホールで開催。スズキの
子どもたちが、「大阪・関西万博」に出演。鈴木先生の著書『愛に生きる』
が 100 刷を達成。7 月、活動報告書を発行。9 月、第 2 回「じしんをしるたび」
を南三陸町で開催。「第 2 回スズキチェロキャンプ」を札幌で開催。

2026年（令和8年）
1 月、ISA が、鎮一の命日（1 月 26 日）に合わせて、アーカイヴ音源を
YouTube で無料公開スタート。2 月、米国のアルフレッド・ミュージック
社が鎮一演奏の指導曲集第１巻〜第３巻の演奏音源を無料公開。3 月、創
立 80 周年記念第 55 回グランドコンサートを TOYOTA ARENA TOKYO で 8
年ぶりに開催。
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　2016 年 8 月の定時総会総会後
の第 1 回理事会で、鈴木裕子会長
に代わり、第５代会長としてヴァ
イオリン科出身で、物理学者の早
野龍五東京大学教授が就任する
ことに決定。マンスリースズキ 9
月号では、ご自身制作のビデオレ
ターを YouTube で公開。新しい
スタイルが始まりました

東大の早野龍五教授が第 5 代会長に

竹澤恭子先生 江口有香先生 荻原尚子先生

臼井文代先生 村尾忠廣先生山本裕康先生 宮前丈明先生 東 誠三先生

東京大学との共同研究がスタート

　2024 年 8 月の定時総会総会後
の理事会で、理事長と会長を二
人が務める形とし、法人責任者
としての早野龍五理事長と、ピ
アノ科の育成に長く尽力されて
こられた東誠三会長に教育面の
責任者として活動していただく
２トップ体制での運営がスター
トしました。

東 誠三先生が第 6 代会長に

「おうち夏祭り 2020」では特別講師の先生方とオンライ
ン合奏。その時に家庭で収録の映像を、改めて収集・編
集したのが「全科で合奏」でした

　55 年ぶりに大阪で開催された
大阪・関西万博。2025年4月27日、
スズキの子どもたちが「未来を奏
でるコンサート」をテーマに出演
し、拍手喝采を浴びました。

大阪・関西万博に出演

　2026 年 2 月発行の機
関誌は 1 冊丸ごと 80 周
年記念特集。「原点と歩
みを振り返る ]「三大事
業の意義 ]「世代を越え
てつながる学び ]「教育
の広がりと深化」など、
多面的な切り口で、80

年のスズキの歴史を概観。80 年＋αの年表も
新たに制作。「世界のスズキへ」では、米国シ
アトルを基点に、永年活躍されてこられた平田
美穂子先生をフォーカス。海外での隆盛の一端
を紹介しています。さらに「100
年のスズキ」を目指す「未来へ
のメッセージ」も QR コードか
ら募集しています。

機関誌で 80 周年を特集

参考文献：「鈴木鎮一と才能教育」別巻 2（双柿舎）、機関誌各号、才能教育通信各号、マンスリースズキ各号（才能教育研究会）　　　構成：新 巳喜男

　2021 年はフルート科
が髙橋利夫先生によっ
て創設されて 50 周年。
記念ロゴの制作、フルー
ト動画の募集、記念誌
編纂、公式サイトの歴
史ページリニューアル
など、精力的に周年イ
ベントを展開しました。

フルート科が 50 周年

　スズキ・メソードと東京大学（酒井邦嘉研究室）の共同研
究は、音楽教育と脳の働きの関係を科学的に明らかにする
試みとして、2017 年から進められてきました。第 1 弾では、
演奏の正誤を聴き分ける課題を用いて脳活動を測定し、音楽
と言語理解に共通する脳の働きを確認。第 2 弾では「母語の
ように音から学ぶ」スズキの考え方が脳機能の面からも理に
かなう可能性を示しました。現在は第 3 弾として、音楽と言
語の共通性、とくにアーティキュレーションの観点から研究
が続けられています。

2025 年 3 月の記者会見では共同研究第 2 弾の内
容と成果を発表。左から、東大の酒井邦嘉先生、
東 誠三会長、早野龍五理事長

50 周年記念誌

英国の老舗脳科学雑誌
「Cerebral Cortex」で発表

したことを伝える記事

2019 年の全国指導者研究会でフルート科の宮前丈
明先生を交えて、パネルディスカッションを実施








